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コノシロのへい死に関する情報提供【第２報】 

 

 

 

 

 

 

【発生場所】 宍道湖（別添） 

 

【状  況】 コノシロへい死累計回収数量（６月２日～９日１８時）約６，９００匹 

 

【 確 認 者】       国土交通省出雲河川事務所 河川巡視員 

 

【対  応】 原因調査：国土交通省出雲河川事務所でヘい死が確認された箇所周辺の水質分析

を行ったが、異常は確認されなかった。 

島根県水産技術センターによれば、発生時期、ヘい死魚種・大きさが

限られていること、過去の同様事例の調査結果から、産卵後の疲弊が

原因と考えられる。 

       回収作業：引き続き監視を行い、国土交通省で回収を行う。なお、回収作業

は、今後、島根県、沿岸自治体等と連携して実施予定 

 

【過去のへい死確認尾数】 

平成８年  約１６０，０００匹   平成２０年     確認なし 

平成９年  約２１０，７００匹   平成２１年 約２５，０００匹    

平成１０年 約  ９，８００匹   平成２２年     確認なし    

平成１１年 約１７０，０００匹   平成２３年     確認なし    

平成１２年 約２２５，３００匹   平成２４年     確認なし 

平成１３年 約 ２３，９００匹   平成２５年 約 １，２００匹 

平成１４年 約 １６，２００匹 

平成１５年      確認なし 

平成１６年 約 ３７，５００匹 

平成１７年      確認なし 

平成１８年 約  ２，１００匹 

平成１９年      確認なし 

国土交通省出雲河川事務所では、河川パトロールによりコノシロのへい死を確認し回収を

行っています。６月２日から６月９日（１８時時点）までの間に、宍道湖で累計で約 

６，９００匹を回収しました。 

原因は、産卵後の疲弊によるものと考えられます。 

問い合わせ先 

国土交通省出雲河川事務所 

水環境課 

TEL０８５３（２０）１７６３ 

担当者：水環境課長 柏原 



コノシロへい死について 【平成26年6月9日18時現在】

コノシロへい死状況（6月4日）

宍道湖

6月2日回収20匹
6月2日回収240匹
6月4日回収1,400匹

6月4日回収209匹
6月6日回収114匹
6月7日回収40匹

6月4日回収5匹

6月5日回収895匹
6月6日回収1,319匹

6月5日回収609匹
6月5日回収3匹

6月5日回収6匹

6月7日回収540匹
6月9日回収745匹

6月7日回収116匹
6月9日回収672匹

コノシロへい死　回収数量 【匹】

月日 集計数 位置 日回収量

6月2日 20 出雲市（鹿園寺） 20

6月3日 240 出雲市（園から鹿園寺） 240

1,400 出雲市（園から鹿園寺）

209 松江市（大垣から岡本）

5 松江市（千鳥町）

895 出雲市（斐川町黒目から鹿園寺）

609 松江市（大垣から西長江）

6 松江市（西浜佐陀）

3 松江市（千鳥町）

1,319 出雲市（斐川町黒目から鹿園寺）

114 松江市（大垣から岡本）

540 出雲市（斐川町荘原から鹿園寺）

40 松江市（大垣から岡本）

116 松江市（宍道町）

745 出雲市（斐川町黒目から鹿園寺）

672 松江市（宍道町）

合計 6,933 6,933

6月9日 1,417

6月7日 696

1,614

1,513

6月4日

6月5日

6月6日 1,433


